
 

 

■調査サマリ 

・大企業はキャリア資産が高く、DＸ推進やリスキリング等の効果が影響していると推測 

・情報通信業や金融業など外部環境変化に伴う変革の必要性が高い業界は、キャリア資産向上傾向がある 

・社外のステークホルダーとの接点の多い職種や研究・開発部門等の専門職はキャリア資産が高い 

・複業実施者は非実施者と比較して、生産性・活力・変身すべてにおいてキャリア資産が高い 

■「キャリア資産実態調査」概要 

調査期間：2022 年 8 月 12 日（金）～8 月 15 日（月） 

調査方法：インターネット定量調査 

調査対象：正規雇用で就業している会社員 7,700 名（20～69 歳・男女） 
※ウエイトバック集計により小数点以下が発生しています。小数点以下の切り上げ、切り下げにより回答人数と各回答数の合
計が異なる箇所があります。 
※本リリースの調査結果をご利用いただく際は、【パーソルプロセス＆テクノロジー 「プロテア」調べ】とご明記ください。 

 
2022 年 1１月４日 

 パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社 
 

人と組織が成長するキャリア自律支援サービス『プロテア』 

7,700 名のキャリア資産に関する分析レポートを公開 

 

総合人材サービス・パーソルグループのパーソルプロセス＆テクノロジー株式会社（本社:東京都江東区、代表取

締役社長：横道 浩一、以下「パーソル P&T」）は、全国の会社員 7,700 名（20～69 歳・男女）を対象に「キャ

リア資産（*1）実態調査」を実施しました。 

 

日本企業の終身雇用制度の崩壊や、新型コロナウイルス感染症拡大により急速な DX 化が迫られるなど、企業を

取り巻く環境が大きく変化しています。その変化のなかで、組織に依存せず自律的なキャリア形成を社員に求め、

支援を行う企業が増えていますが、一方でその効果が測れないことが課題となっています。 

 

パーソル P&T は、この課題を解決すべく、本業等の活動を通じて得られた社員のキャリアを可視化し蓄積する

ツール『プロテア』（https://www.persol-pt.co.jp/protea/）を提供しています。この度、『プロテア』に搭載

されている「キャリア資産診断（*2）」を基に、キャリア資産の傾向を調査し、その特性や課題が明らかになり

ました。 
（*1）マルチステージの人生を生きるために重視されている「無形資産」のこと。無形資産として代表的なものは、スキル、知識、友人、家族、

肉体的・精神的健康、ネットワークなどが上げられる 
（*2）キャリアを形成させる３つの資産項目（生産性資産・活力資産・変身資産）を『プロテア』では独自に要素分解し、各資産の蓄積状況を可

視化している。詳細は参考資料を参照 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

https://www.persol-pt.co.jp/protea/


 

 

【パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社 

    ワークスイッチ事業部 デジタル人材開発部部長 成瀬岳人】 
 

今回の調査結果から、企業規模、業種、職種、複業の有無によるキャリア資産デ

ータをベンチマーク（測量において利用する水準）として活用することが可能に

なりました。企業が社員のキャリア自律支援に取り組む上で、社員一人ひとりが

ベンチマークデータと比較しながら、自身の「何のキャリア資産を蓄積していく

べきか」を考える機会づくりに活用いただけるデータになっています。    

また、キャリア資産の可視化によって、今後加速すると考えられるリスキリング

支援等の人的資本投資の効果測定も可能になります。人的資本投資の効果測定指

標として、今回調査したキャリア資産のデータが参考になれば幸いです。 

【調査結果と分析・考察】 

「プロテア」の開発に携わり、一般社団法人プロティアン・キャリア協会 CDO を務める パーソル P&T デジ

タル人材開発部 部長 成瀬岳人が各調査結果に対し分析・考察をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業規模別（n＝7,700） 

大企業はキャリア資産が高く、DＸ推進やリスキリング等の効果が影響していると推測 

企業規模別の結果をみると、1,000 名以上の企業で生産性資産、変身資産が平均値より高く、大企業で取り組み

が進んでいる DＸ推進や、リスキリング等の人材・キャリア開発施策の効果が、キャリア資産の形成に影響して

いると推察できます。999 名以下の企業においては、1,000 名以上の大企業と比較して、組織規模もスリムで、

社員一人ひとりの声もキャッチアップしやすいため、個人に合わせたキャリア形成の支援が今後求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

② 業種別（n＝7,700） 

情報通信業や金融業など外部環境変化に伴う変革の必要性が高い業界は、キャリア資産向上傾向がある 

業種別にみると、情報通信業や金融業界、不動産業界においてキャリア資産が高い傾向が伺えます。これらの   

業界は、外部環境変化に伴う変革の必要性がキャリア資産に影響していると推察されます。情報通信であれば  

生活サービスへの参入、金融であればコンサルティング型への転換など、業界自体が変わろうとしていることが、

キャリア資産から浮かび上がっていると見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 職種別（n＝7,700） 

社外のステークホルダーとの接点の多い職種や研究・開発部門等の専門職はキャリア資産が高い 

職種別にみると、経営者・社長室（経営企画）やマーケティング等、社外のステークホルダーとの接点の多い     

職種や情報システムや研究・開発部門等、専門性が求められる職種は、キャリア資産が高くなる傾向がありま   

した。社外との接点が少ない職種においては、越境学習機会や自律学習など、業務以外の刺激が受けられる機会

を創出することで、キャリア資産の向上につながる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他：官公庁・団体、趣味・スポーツ用品、化粧品・家庭用など 

 



 

 

④ 複業との関係性（複業実施有無）（n＝7,700） 

複業実施者は非実施者と比較して、生産性・活力・変身すべてにおいてキャリア資産が高い 

複業経験が、生産性資産、活力資産、変身資産のそれぞれの資産を増幅させる機会になっていることがわかりま

した。複業は越境学習経験として、一企業にとらわれない新たなビジネススキルの獲得や、ネットワーク構築の

機会となるため、キャリア資産の項目増加につながっていることが推察されます。とりわけ、人生 100 年時代に

おいて最も必要とされる変身資産が最も差異が大きくでている点も、複業・副業制度に対して期待できる効果と

して考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■専門家のコメント  

【法政大学教授 一般社団法人 プロティアン・キャリア協会代表理事 田中研之輔氏】 
 
プロテアは「行動変容診断」ツールとして開発を重ねました。組織内キャリアから自律型キャリアへの歴史的転

換期において、実際に、行動に移した個々人のキャリア形成にとって、いかなる変化をもたらすものであるのか。

そして、個々人のキャリア形成を促す企業にとって、キャリア自律施策がそもそも有効な人事施策であるかを検

証することも狙いとしていました。これまで主観的・アナログに語られ、判断されていたキャリア開発が、客観

的・データによって分析できるようになったのです。 
 
業種別・職種別からは、資産においてそれぞれの特性が確認できます。たとえば、生産性資産の職種別特性を見

ると、製造・生産部門が平均資産を大きく下回っています。また、活力資産をみると、広報、製造・生産部門が

低い傾向にあります。このような特性が可視化されることで、より効果的な人事施策を設計・運用することが可

能になるのです。複業・副業経験もキャリア資産の向上をもたらしています。 
 
プロテアは、今後も経年調査を継続していきます。（１）個人の中でのキャリア資産の経年分析、（２）業種・職

種・勤務歴などのキャリア資産の相対比較分析、これらを実施していきながら、「人的資本の最大化」に効果的な

キャリア開発施策を構築していきます。今後の調査結果にもご期待ください。 

 

田中 研之輔氏 プロフィール 

法政大学 キャリアデザイン学部 教授／一般社団法人プロティアン・キャリア協会  

代表理事／株式会社キャリアナレッジ 代表 
 
一橋大学大学院社会学研究科博士課程を経て、メルボルン大学、カリフォルニア大学バーク

レー校で客員研究員。2008 年に帰国し、法政大学キャリアデザイン学部教授。大学と企業

をつなぐ連携プロジェクトを数多く手がける。企業の取締役、社外顧問を 33 社歴任。著書

29 冊。主著に「プロティアン―70 歳まで第一線で働き続ける最強のキャリア資本術」(日

経 BP)、最新刊「Career Workout」（日経 BP）、「人的資本の活かしかた」（アスコム）など 

 
 
 



 

 

＜参考：プロテアにおけるキャリア資産について＞ 
キャリア自律支援サービス『プロテア』では、社員の自律的なキャリア形成を図るため、法政大学キャリアデザイン 
学部教授 田中研之輔氏と共同で、キャリア資産における３つの資産項目を独自に要素分解し、各資産の蓄積状況を
可視化できるようにしました。 

 

＜プロテアによるキャリア資産の構成要素＞ 

生産性資産 テクニカルスキル 職務を遂行するために欠かせない知識や技術、技術熟練度 

ビジネススキル 組織にとって有益な情報、付加価値のある知識・経験 

インサイトスキル 物事を深く鋭く見抜く力、見通す力、業界や市場を深く理解する、鋭く洞察する能力 

コミュニケーションスキル 他者と十分な意思の疎通を行うための技術 

プロジェクトマネジメント プロジェクトを遂行する際に必要とする計画立案・進歩管理する能力 

活力資産 精神的健康 情緒的に不安がないか、安定的か、心の余裕を保てるように、日ごろからメンテナンスできているか 

身体的健康 病気や生活習慣に不安がないか、精力的に活動できるように、日ごろから健康的な生活習慣を過ごせ

ているか 

自己納得感 自身の活動の現在までを振り返り、どの程度自分で決めて取り組んできたか 

自己選択感 自身の今後の活動を考えたときに、やりたいものが明らかで選択できる状態か 

自己創出感 自身の活動にやりがいを感じているか、ポジティブに捉えられているか 

変身資産 パーパス 自身が外部（変化）とつながりをなぜ持つのか、目的を定義できているか 

アイデンティティ 自身が外部（変化）に対して、どのような役割をもって取り組もうとしているか、認識できているか 

アダプタビリティ 自身が外部（変化）と、どのような繋がりを持って取り組もうとしているか、認識できているか 

ネットワーク 自身が外部（変化）と、多様なつながりを構築できているか 

コミュニティ 自身が外部（変化）に対し、同一の目的を持った仲間と活動ができているか 

 
＜キャリア資産診断結果イメージ＞ 
『プロテア』を利用することで、社員のキャリア資産を可視化し、キャリア開発の戦略的な立案・実施が可能に
なります。キャリア資産を継続的に観測していくことで、社員のキャリア開発状況を可視化し、持続的な成長支
援を行うことが可能になります。 

  



 

 

■キャリア自律支援サービス プロテアについて＜https://www.persol-pt.co.jp/protea/＞ 

パーソル P&T が提供する『プロテア』は、本業等の活動による社員の成長についてキャリア資産をスコア化す

ることで、キャリアにおける課題を可視化します。可視化されたキャリア資産の傾向を元に、メンタリングや越

境体験などの機会提供によって、社員の主体的なキャリア形成を支援します。 

 

 

■パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社について＜https://www.persol-pt.co.jp/＞ 

パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社は、人・プロセスデザイン・テクノロジーの力で、人と組織の生産性

を高めることを使命としています。 

お客様の事業課題に応じたコンサルティングやシステム開発、アウトソーシングのほか、人とテクノロジーが共

存できる社会を目指し、RPA や AI などを駆使した最新のテクノロジーやサービスを提供してまいります。 

 

パーソルグループは、「はたらいて、笑おう。」をグループビジョンに、人と組織にかかわる多様な事業を通じて、

持続可能な社会の実現と SDGs の達成に貢献していきます。 

 

 

 

 

 

https://www.persol-pt.co.jp/protea/
https://www.persol-pt.co.jp/news/2022/09/01/6624/

